
本
号
の
内
容

１
面
　
可
決
し
た
主
な
議
案

２
面
　
２
月
定
例
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

２
〜
５
面
　
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
本
会
議

４
面
　
写
真
・
題
字
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
発
表

５
面
　
沼
津
東
高
校
新
聞
部
か
ら
の

寄
稿
記
事

６
面
　
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
委
員
会

本
会
議
・
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

県
議
会
だ
よ
り
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

写
真
コ
ン
ク
ー
ル「
春
の
部
」入
選
作
品

７
面
　
特
別
委
員
会
に
よ
る
政
策
提
言

県
議
会
議
員
選
挙
当
選
者

８
面
　
県
議
会
は
こ
の
よ
う
に

活
動
し
て
い
ま
す

県
議
会
ク
イ
ズ

２
月
定
例
会
号
令
和
５
年
４
月
30
日（
日
）

No.
121

▶
令
和
４
年
度
県
議
会
だ
よ
り
写
真
コ
ン
ク
ー
ル　
春
の
部
特
選
「
ど
っ
ち
が
高
い
？
」　　

撮
影
者
／
森　
洋
子
さ
ん
（
沼
津
市
）　
撮
影
地
／
富
士
宮
市

▶ 

令
和
４
年
度
県
議
会
だ
よ
り
題
字
コ
ン
ク
ー
ル　
特
選
作
品　
作
者
／
杉
山　
凛
凪
さ
ん
（
静
岡
東
高
校
）

令和５年度関係
◆令和５年度一般会計予算　　　　　　　　   　   1兆3703億円
　　　　　　　　　　　　　　　       （概要は左をご覧ください）
◆静岡県健康福祉交流プラザの設置及び管理に関する条例

三島市に静岡県健康福祉交流プラザを設置するため、施設の設
置及び管理に関する事項等について定めるための条例です。

◆公衆浴場法施行条例の一部を改正する条例
公衆浴場における衛生等管理要領の改正に伴い、衛生措置等の
基準を改めるための条例の改正です。（男女の混浴制限年齢を
10歳以上から７歳以上に引き下げます）

可決した主な議案

２月定例会は、２月 14日から３月 10日まで開催し、令和５年度一
般会計予算など知事提出の 74議案を可決しました。また、議員から
提出された意見書案５件及び決議案１件を可決しました。
（ダイジェストは２面をご覧ください）

人づくり・富づくりを着実に推進する取組方針1

（１）政策の推進に向けた組織体制の強化
（２）将来にわたって安心な財政運営の堅持

生産性の高い持続可能な行財政運営方針2

（１）安全・安心な地域づくり
　・地震・津波対策等減災交付金
　・流域治水推進事業費（新規）
　・盛土対策・調査関連事業
　・新型コロナウイルス感染症医療提供体制確保等関連事業

25億円
1億8000万円

20億7700万円
600億9700万円

（２）持続的な発展に向けた新たな挑戦
　・ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）推進関連事業
　・脱炭素社会実現関連事業
　・ふじのくにカーボンクレジット創出支援事業費（新規）

8億3861万円
6億2627万円

2700万円
（３）未来を担う有徳の人づくり
　・出産・子育て応援事業費助成
　・子どもの安全対策関連事業
　・県立学校施設整備・老朽化対策等関連事業

21億5150万円
3億9196万円

142億5240万円
（４）豊かな暮らしの実現
　・スタートアップ支援事業費（新規）
　・中小企業等支援関連事業
　・移住・定住関連事業

8560万円
 33億3850万円

5億8370万円
（５）魅力の発信と交流の拡大
　・東アジア文化都市推進事業費
　・富士山世界文化遺産登録10周年機運醸成事業費（新規）
　・観光関連事業

4億9800万円
5800万円

23億7990万円

令和５年度一般会計予算の概要
（対前年度当初予算比　＋59億円　0.4％増）総額 1兆3703億円

令和４年度関係
◆令和４年度一般会計補正予算　　        149億4400万円の減額
　主に事業費の確定に伴う減額を行うものです。
◆静岡県工業用水道及び水道の使用料等に関する条例の一部を

改正する条例
静岡県静清工業用水道の受益者負担の適正化を図るための条例
の改正です。

議会の日程や質問議員・項目、インターネット中継、キッズサイト、
議員の紹介、本会議や委員会の会議録などを掲載しています。

県議会ホームページのご案内
パソコンやスマホでもご覧になれます。

（音声による「声の県議会だより」もあります。）

インターネット版県議会だよりのご案内

情報をいち早くお届けします。

県議会公式Twitter のご案内
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代

表

質

問

一

般

質

問

※ＱＲコードから各議員の質問の録画中継を
　ご覧いただけます

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

本
会
議

２
月
定
例
会
本
会
議
の
質
問
と
答
弁
か
ら

２
月
17
日
午
後

田た
ぐ
ち口　
　
章あ

き
ら

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

２
月
22
日
午
前

野の

だ田　
治は

る
ひ
さ久

（
自
民
改
革
会
議
）

２
月
22
日
午
前

西に
し
は
ら原　
明あ

け
み美

（
自
民
改
革
会
議
）

２
月
17
日
午
前

中な
か
だ田　
次つ

ぎ
し
ろ城

（
自
民
改
革
会
議
）

２
月
20
日
午
前

髙た
か
だ田　
好よ

し
ひ
ろ浩

（
公
明
党
静
岡
県
議
団
）

２
月
20
日
午
後

大お
お
い
し石　
健け

ん
じ司

（

無

所

属

）

２
月
21
日
午
前

飯い
い
だ田　
末す

え
お夫

（
自
民
改
革
会
議
）

２
月
21
日
午
前

市い
ち
か
わ川　
秀ひ

で
ゆ
き之

（
自
民
改
革
会
議
）

 

行　
政

令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
編
成

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

重
点
を
置
い
た
取
り
組
み
は
。

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
物
価
高

騰
対
策
と
し
て
中
小
企
業
等

の
脱
炭
素
化
や
新
事
業
展
開
へ
の

支
援
、
高
校
授
業
料
の
減
免
拡
充

な
ど
を
実
施
す
る
。
昨
年
の
台
風

第
15
号
の
被
害
を
踏
ま
え
、
流
域

治
水
に
基
づ
く
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
で
の
対
策
を
講
じ
る
。
子
ど

も
の
安
全
対
策
予
算
を
倍
増
す
る

ほ
か
、
結
婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
ま
で
一
貫
し
た
支
援
を
行

う
な
ど
、
子
ど
も
・
子
育
て
対
策

を
充
実
さ
せ
る
。
そ
の
他
、
盛
り

土
対
策
の
充
実
や
防
疫
体
制
強
化
、

本
県
へ
の
移
住
の
促
進
、
医
療
人

材
の
確
保
、
農
林
水
産
業
の
競
争

力
強
化
等
に
も
全
力
で
取
り
組
む
。

熱
海
市
伊
豆
山
地
区
土
石
流
災
害

行
政
対
応
の
再
検
証
に
対
す

る
知
事
の
考
え
は
。

県
議
会
の
特
別
委
員
会
で

「
再
検
証
す
べ
き
」
と
の
結

果
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
再
発
防

止
へ
の
強
い
思
い
に
よ
る
も
の
と

認
識
し
、
大
変
重
く
受
け
止
め
て

い
る
。
再
検
証
に
つ
い
て
は
、
行

政
対
応
検
証
委
員
会
の
報
告
内
容

と
比
較
・
精
査
す
る
と
と
も
に
、

損
害
賠
償
請
求
訴
訟
と
の
関
係
等

を
整
理
す
る
な
ど
、
慎
重
に
検
討

す
る
。
再
発
防
止
に
向
け
て
、
不

適
切
な
盛
り
土
の
指
導
・
監
視
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
市
町
等
と

の
緊
密
な
連
携
や
職
員
の
意
識
改

革
等
を
推
進
し
、
県
民
の
生
命
、

財
産
の
保
護
に
全
力
で
取
り
組
む
。

県・
政
令
指
定
都
市
サ
ミ
ッ
ト

こ
の
と
こ
ろ
開
催
さ
れ
て
い

な
い
県
・
政
令
指
定
都
市
サ

ミ
ッ
ト
を
再
開
す
る
考
え
は
。

県
と
政
令
指
定
都
市
は
、

各
々
の
自
主
性
と
自
立
性
を

尊
重
し
な
が
ら
、
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
、
日
頃

か
ら
意
思
疎
通
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
や
激
甚
化
す
る
風
水
害
等
の

喫
緊
の
課
題
に
対
し
、
県
と
両
市

の
緊
密
な
連
携
の
重
要
性
は
高
ま

っ
て
お
り
、
首
長
同
士
で
議
論
す

る
場
が
必
要
で
あ
る
。
４
月
の
選

挙
で
誕
生
す
る
両
市
の
新
市
長
と

の
信
頼
関
係
の
構
築
や
三
者
が
抱

QA

酸
鉄
の
活
用
方
法
も
実
証
す
る
。

産
学
官
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化

し
調
査
研
究
の
成
果
が
最
大
限
発

揮
さ
れ
る
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

枯
れ
た
植
物
が
微
生
物
の
働
き
に

よ
り
分
解
さ
れ
て
生
成
さ
れ
る
フ

ル
ボ
酸
に
、鉄
イ
オ
ン
が
結
合
し

た
も
の
。森
林
か
ら
河
川
経
由
で

海
域
に
流
入
し
、ヘ
ド
ロ
等
の
有

機
物
を
分
解
す
る
作
用
が
あ
る
と

さ
れ
、ア
サ
リ
の
餌
と
な
る
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
増
や
す
と
考
え

ら
れ
る
。

フ
ル
ボ
酸
鉄

用
語
解
説

 

文
化・観
光

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
の
推
進

事
業
全
体
を
ど
う
組
み
立
て

開
催
効
果
を
高
め
て
い
く
か
。

ふ
じ
の
く
に
せ
か
い
演
劇
祭

や
富
士
山
世
界
遺
産
10
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、
１
年

を
通
じ
て
切
れ
目
な
く
文
化
事
業

を
展
開
し
、
本
県
の
魅
力
を
国
内

外
に
発
信
し
て
い
く
。
本
県
の
世

界
ク
ラ
ス
の
資
源
や
人
材
を
生
か

し
、
温
泉
や
食
文
化
等
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

多
彩
な
文
化
を
発
信
す
る
。
市
町

等
が
実
施
す
る
文
化
事
業
へ
の
支

援
や
地
域
の
お
祭
り
等
を
当
事
業

と
し
て
認
証
す
る
こ
と
で
裾
野
を

拡
大
し
、
県
民
総
が
か
り
の
取
り

組
み
と
し
て
展
開
し
て
い
く
。
幅

広
い
文
化
事
業
に
取
り
組
み
、
観

光
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

　
２
月
定
例
会
は
２
月
14
日
か
ら
３
月
10
日
ま
で
の
25
日
間
開
催

し
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
、
知
事
か
ら
令
和
５
年
度
静
岡
県
一
般
会
計
予
算
案

な
ど
73
議
案
が
提
出
さ
れ
議
案
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
６
日
間
に
わ
た
る
代
表
質
問
お
よ
び
一
般
質
問
で
は
、
20
人
の

議
員
が
登
壇
し
、
知
事
の
政
治
姿
勢
や
令
和
５
年
度
当
初
予
算
編

成
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
県
政
全
般
に

つ
い
て
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
２
月
21
日
に
は
、
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議

す
る
決
議
案
を
全
員
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
２
月
24
日
に
は
、
移
住
・
定
住
等
促
進
、
自
然
災
害

対
策
、
逢
初
川
土
石
流
災
害
検
証
・
被
災
者
支
援
の
各
特
別
委
員

会
委
員
長
が
調
査
結
果
を
報
告
し
て
知
事
に
政
策
提
言
を
行
い
、

２
月
27
日
の
質
問
最
終
日
に
は
追
加
議
案
１
件
を
即
日
可
決
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
７
つ
の
常
任
委
員
会
で
議
案
の
詳
細
な
審
査
を
行
い
、

３
月
10
日
の
最
終
本
会
議
で
常
任
委
員
長
の
審
査
結
果
報
告
の
後
、

討
論
を
経
て
採
決
を
行
い
、
全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
同
日
、
国
に
対
す
る
５
件
の
意
見
書
案
が
提
出
さ
れ
、
全

て
可
決
し
ま
し
た
。

２
月
定
例
会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

◆
意
見
書（
件
名
）

◎
食
料
安
全
保
障
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

◎
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
の

　
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

◎
教
職
員
定
数
の
改
善
等
を
求
め
る
意
見
書

◎
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

　
に
関
す
る
意
見
書

◎
社
会
的
養
護
下
か
ら
自
立
す
る
若
者
へ
の

　
支
援
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

◆
決
議（
件
名
）

◎
北
朝
鮮
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議
す

　
る
決
議

意
見
書
・
決
議

QAQA

　

「
議
案
に
対
す
る

各
会
派
等
の
賛
否
」に

つ
い
て
は
、こ
ち
ら
▼

全文はこちらを
ご覧ください▶

２
月
20
日
午
後

落お
ち
あ
い合　
愼し

ん
ご悟

（
自
民
改
革
会
議
）

２
月
21
日
午
後

杉す
ぎ
や
ま山　
　

淳あ
つ
し

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

２
月
21
日
午
後

鳥と
り
さ
わ澤　
由よ

し
か
つ克

（
自
民
改
革
会
議
）

２
月
22
日
午
後

曳ひ
き
た田　
　

卓た
か
し

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

２
月
24
日
午
後

中な
か
ざ
わ澤　
通み

ち
の
り訓

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

２
月
24
日
午
前

小こ
ぬ
ま沼　
秀ひ

で
あ
き朗

（
自
民
改
革
会
議
）

２
月
27
日
午
前

鈴す
ず
き木　
啓け

い
じ嗣

（
自
民
改
革
会
議
）

２
月
22
日
午
後

中な
か
ざ
わ沢　
公き

み
ひ
こ彦

（
自
民
改
革
会
議
）

２
月
24
日
午
前

藤ふ
じ
ま
が
り曲　
敬た

か
ひ
ろ宏

（
自
民
改
革
会
議
）

２
月
27
日
午
前

早は
や
か
わ川　
育い

く
こ子

（
公
明
党
静
岡
県
議
団
）

２
月
27
日
午
後

岡お
か
も
と本　
　
護ま

も
る

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

２
月
27
日
午
後

鈴す
ず
き木　
利と

し
ゆ
き幸

（
自
民
改
革
会
議
）

県議会だよりは紙面の都合上質問と答弁の一部を掲載していますが、県議会ホームページでは全ての質問と答弁など本会議の模様を動画でご覧いただけます。 　               　　　　と入力して静岡県議会 中継 検索
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え
る
課
題
解
決
に
向
け
、
改
め
て

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を
呼
び
掛
け
て

い
く
。

  
産
　
業

建
設
発
生
土
処
理
の
基
本
方
針

基
本
方
針
の
策
定
状
況
と
概

要
、
今
後
の
施
策
展
開
は
。

発
生
抑
制
、
利
活
用
、
適
正

処
分
を
３
本
柱
に
令
和
４
年

度
末
に
策
定
す
る
。
具
体
的
に
は

土
量
を
抑
制
す
る
工
法
の
選
定
や

土
砂
の
改
良
、
処
理
施
設
の
情
報

提
供
等
を
進
め
る
。
今
後
、
令
和

４
年
度
に
開
発
し
た
建
設
発
生
土

マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
や
県
内
３

箇
所
に
設
置
す
る
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
を
活
用
し
、
発
生
土
の
利
活
用

を
促
進
す
る
。
民
間
事
業
を
含
め

た
受
入
土
量
等
を
検
証
し
、
各
地

域
に
発
生
土
量
に
応
じ
た
ス
ト
ッ

ク
ヤ
ー
ド
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、

民
間
処
理
施
設
設
置
へ
の
技
術
支

援
を
行
う
。
ま
た
、
公
共
処
分
場

設
置
の
必
要
性
も
検
討
し
て
い
く
。

化
し
た
温
水
利
用
研
究
セ
ン
タ
ー

沼
津
分
場
の
再
整
備
の
ほ
か
、
海

洋
環
境
や
生
産
・
消
費
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
、
栽
培
漁
業
に
取
り
組
む

新
た
な
魚
種
の
検
討
な
ど
を
盛
り

込
む
方
針
で
あ
る
。
本
県
は
市
場

価
値
の
高
い
ク
エ
の
完
全
養
殖
に

世
界
で
初
め
て
成
功
す
る
な
ど
最

先
端
技
術
を
有
し
て
い
る
が
、
種

苗
の
安
定
供
給
に
向
け
て
、
病
原

体
の
侵
入
を
防
ぐ
循
環
シ
ス
テ
ム

の
導
入
な
ど
、
病
気
発
生
リ
ス
ク

が
低
い
環
境
で
ク
エ
を
飼
育
す
る

実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

浜
名
湖
の
ア
サ
リ
復
活

ア
サ
リ
資
源
の
回
復
に
向
け

た
新
技
術
等
の
活
用
と
研
究

の
体
制
づ
く
り
は
。

国
や
大
学
と
連
携
し
、
減
少

要
因
の
解
明
や
増
殖
手
法
の

研
究
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、
囲
い

網
に
よ
る
保
護
区
域
の
設
定
等
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
民

間
の
光
技
術
に
よ
る
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
培
養
技
術
を
活
用
し
て
人
工

生
産
さ
れ
た
稚
貝
を
放
流
し
、
成

長
度
合
い
な
ど
を
調
査
す
る
。
ま

た
、
湖
底
環
境
の
改
善
に
向
け
、

細
か
い
砕
石
を
湖
底
に
敷
き
詰
め

る
新
た
な
手
法
の
検
証
や
フ
ル
ボ

販
路
拡
大
に
向
け
た
支
援
策
は
。

手
間
の
掛
か
る
有
機
茶
の
栽

培
管
理
を
省
力
化
す
る
た
め

メ
ー
カ
ー
と
共
同
開
発
し
た
送
風

式
病
害
虫
防
除
機
等
の
導
入
支
援

や
、
有
機
茶
に
転
換
す
る
茶
園
の

基
盤
整
備
を
進
め
る
。
ま
た
、
有

機
栽
培
に
適
し
た
品
種
転
換
へ
の

助
成
や
技
術
指
導
な
ど
を
行
う
。

静
岡
茶
の
販
路
拡
大
に
向
け
て
、

Ｃ
ｈ
ａ
Ｏ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る
高
級
茶
の
海
外
向
け
Ｅ
Ｃ
サ
イ

ト
の
構
築
や
お
茶
の
機
能
性
に
着

目
し
た
化
粧
品
等
の
商
品
開
発
な

ど
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
活
用
し
た
支
援
を
行
い
、
新
た

な
需
要
の
創
出
に
取
り
組
む
。

栽
培
漁
業
の
推
進

沿
岸
漁
業
の
漁
獲
量
が
減
少

す
る
中
、
水
産
資
源
回
復
に

向
け
た
栽
培
漁
業
の
推
進
策
は
。

現
在
策
定
中
の
第
８
次
栽
培

漁
業
基
本
計
画
に
は
、
老
朽

Ｃ
Ｎ
Ｆ
の
普
及

期
待
が
大
き
い
Ｃ
Ｎ
Ｆ
の
普

及
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

令
和
５
年
度
に
ふ
じ
の
く
に

Ｃ
Ｎ
Ｆ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
改
組

し
、
家
電
や
自
動
車
等
の
企
業
を

加
え
た
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
構
築
し
、
異
業
種
間
連
携
を

強
化
す
る
。
ま
た
大
学
と
連
携
し
、

自
動
車
部
品
へ
の
応
用
や
リ
サ
イ

ク
ル
性
の
検
証
な
ど
の
研
究
開
発

を
進
め
る
。
10
月
開
催
の
ふ
じ
の

く
に
Ｃ
Ｎ
Ｆ
総
合
展
示
会
に
多
く

の
外
国
企
業
の
参
加
を
促
す
と
と

も
に
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
、
最
先
端
技
術
や
研
究
成
果

を
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
。
ま

た
工
業
高
校
の
生
徒
な
ど
将
来
の

県
内
産
業
を
担
う
若
者
に
Ｃ
Ｎ
Ｆ

に
触
れ
る
機
会
を
提
供
し
て
い
く
。

植
物
繊
維
を
ナ
ノ
レ
ベ
ル（
１
ｍ

ｍ
の
百
万
分
の
１
）ま
で
に
微
細

化
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
産
業
資

源
。植
物
由
来
の
た
め
環
境
負
荷

が
少
な
く
、リ
サ
イ
ク
ル
性
に
優

れ
て
い
る
。軽
量
、頑
丈
、自
由
な

成
形
が
可
能
で
、温
度
変
化
に
伴

う
伸
縮
が
少
な
く
寸
法
が
安
定
し

て
い
る
と
い
う
特
徴
か
ら
、さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る
用
途
展
開

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｎ
Ｆ
産
業
の
振
興
に
向
け
て
、

全
国
に
先
駆
け
平
成
27
年
６
月

に
産
学
官
に
よ
り
設
立
し
た
。産

学
官
の
連
携
体
制
を
構
築
し
、県

内
企
業
の
Ｃ
Ｎ
Ｆ
に
よ
る
製
品

開
発
を
促
進
す
る
。会
員
は
、製

紙
、機
械
製
造
、産
業
支
援
機
関
等

２
２
６
企
業・団
体
等（
令
和
５
年

１
月
末
現
在
）

Ｃ
Ｎ
Ｆ

（
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
）

ふ
じ
の
く
に
Ｃ
Ｎ
Ｆ
フ
ォ
ー

ラ
ム 用

語
解
説

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創

出
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

令
和
５
年
度
は
全
て
の
産
業

分
野
で
二
酸
化
炭
素
削
減
量

を
明
確
に
す
る
取
り
組
み
を
進
め
、

静
岡
県
産
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
創
出
を
図
る
。
農
業
分
野
で
は

茶
草
場
農
法
で
栽
培
す
る
茶
園
で

の
二
酸
化
炭
素
収
支
の
算
定
に
取

り
組
み
、
森
林
分
野
で
は
３
次
元

点
群
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
二
酸
化

炭
素
吸
収
量
の
算
定
に
よ
り
林
業

経
営
体
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
を
進

め
る
。
ま
た
、
企
業
脱
炭
素
化
支

援
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
普
及
啓

発
や
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
計

画
の
作
成
支
援
等
を
行
い
、
中
小

企
業
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
・
登
録

を
後
押
し
し
て
い
く
。

省
エ
ネ
や
再
エ
ネ
、森
林
管
理
等

に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
効
果

を
ク
レ
ジ
ッ
ト（
排
出
権
）と
し
て

発
行
し
、他
の
企
業
等
と
の
間
で

取
引
で
き
る
よ
う
に
す
る
仕
組
み
。

需
要
側
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
一
方
、

認
証
の
た
め
の
費
用
負
担
や
認
知

不
足
等
に
よ
り
供
給
が
不
足
し
て

い
る
。

カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

用
語
解
説

工
業
用
水
道
に
お
け
る
官
民
連
携

施
設
の
老
朽
化
や
給
水
収
益

の
減
少
な
ど
の
課
題
に
対
応

し
た
効
率
的
な
施
設
運
営
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

ふ
じ
さ
ん
工
業
用
水
道
に
お

い
て
、
官
民
連
携
手
法
の
導

入
可
能
性
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

民
間
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
踏
ま

え
、
新
ポ
ン
プ
場
の
整
備
と
浄
水

場
等
の
運
転
・
維
持
管
理
業
務
に
、

令
和
６
年
度
か
ら
７
年
間
の
包
括

的
民
間
委
託
を
導
入
す
る
こ
と
と

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
約
３
億
５

千
万
円
の
コ
ス
ト
削
減
を
見
込
ん

で
お
り
、
こ
の
手
法
を
他
の
工
業

用
水
道
に
も
展
開
す
る
と
と
も
に
、

よ
り
長
期
で
、
か
つ
民
間
の
裁
量

が
大
き
い
官
民
連
携
手
法
の
導
入

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

静
岡
茶
の
販
路
拡
大
支
援

海
外
で
需
要
が
高
ま
る
有
機

茶
の
生
産
拡
大
や
静
岡
茶
の

酸
鉄
の
活
用
方
法
も
実
証
す
る
。

産
学
官
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化

し
調
査
研
究
の
成
果
が
最
大
限
発

揮
さ
れ
る
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

枯
れ
た
植
物
が
微
生
物
の
働
き
に

よ
り
分
解
さ
れ
て
生
成
さ
れ
る
フ

ル
ボ
酸
に
、鉄
イ
オ
ン
が
結
合
し

た
も
の
。森
林
か
ら
河
川
経
由
で

海
域
に
流
入
し
、ヘ
ド
ロ
等
の
有

機
物
を
分
解
す
る
作
用
が
あ
る
と

さ
れ
、ア
サ
リ
の
餌
と
な
る
植
物

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
増
や
す
と
考
え

ら
れ
る
。

フ
ル
ボ
酸
鉄

用
語
解
説

 

文
化・観
光

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
の
推
進

事
業
全
体
を
ど
う
組
み
立
て

開
催
効
果
を
高
め
て
い
く
か
。

ふ
じ
の
く
に
せ
か
い
演
劇
祭

や
富
士
山
世
界
遺
産
10
周
年

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
、
１
年

を
通
じ
て
切
れ
目
な
く
文
化
事
業

を
展
開
し
、
本
県
の
魅
力
を
国
内

外
に
発
信
し
て
い
く
。
本
県
の
世

界
ク
ラ
ス
の
資
源
や
人
材
を
生
か

し
、
温
泉
や
食
文
化
等
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

多
彩
な
文
化
を
発
信
す
る
。
市
町

等
が
実
施
す
る
文
化
事
業
へ
の
支

援
や
地
域
の
お
祭
り
等
を
当
事
業

と
し
て
認
証
す
る
こ
と
で
裾
野
を

拡
大
し
、
県
民
総
が
か
り
の
取
り

組
み
と
し
て
展
開
し
て
い
く
。
幅

広
い
文
化
事
業
に
取
り
組
み
、
観

光
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

Q

QA

QA

QA

QA

建設発生土対策
優先順位の徹底により有効利用率向上、処分量削減

発生抑制（土を出さない）

利活用促進（土を無駄にしない）
やむを得ない場合は

適正処分（不適切な処分をしない・させない）

県内の建設業全体で持続可能な建設発生土処理の実現

土をしまう取組

土を使う取組

土を減らす取組

QA

QA
完全養殖したクエの稚魚

資金

クレジット

クレジット制度の仕組み

￥

J
カーボン・オフセット
温対法等報告
RE100等達成

クレジット
購入者

クレジット
創出者

省エネ設備導入
再エネ導入

適切な森林管理

車体にＣＮＦを使用したＮＣＶ（ナノ・セルロース・ビークル）
（令和４年１１月８日ふじのくにＣＮＦ総合展示会）

お茶の新商品（バスパウダー）と
有機茶生産茶園

QA

A
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両
道
路
の
料
金
徴
収
期
間
を
延
長

す
る
。
加
え
て
、
交
通
量
分
散
の

た
め
静
浦
バ
イ
パ
ス
の
残
る
区
間

の
整
備
に
有
料
道
路
事
業
を
導
入

し
、
早
期
の
全
線
開
通
を
目
指
す
。

現
在
の
料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
Ｘ
に
代
わ
り
、
処
理
能

力
が
高
い
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
導
入
す
る
と

と
も
に
、
専
用
レ
ー
ン
化
を
目
指

し
て
い
く
。
修
善
寺
駅
周
辺
の
抜

本
的
な
渋
滞
対
策
と
な
る
修
善
寺

橋
の
改
良
の
検
討
に
も
着
手
す
る
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
整
備
へ
の
県
の
対
応

大
井
川
流
域
の
市
町
や
住
民

の
意
向
を
ど
う
把
握
し
、
課

題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
か
。

県
は
流
域
８
市
２
町
等
と
設

立
し
た
大
井
川
利
水
関
係
協

議
会
等
に
お
い
て
関
係
者
の
意
向

を
把
握
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
対
話
し

て
い
る
。
令
和
４
年
度
は
流
域
市

町
長
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
知
事

と
の
意
見
交
換
や
地
質
構
造
・
水

資
源
専
門
部
会
委
員
と
の
対
話
の

機
会
を
設
け
る
な
ど
一
層
の
意
思

疎
通
を
図
っ
た
。
中
央
新
幹
線
環

境
保
全
連
絡
会
議
に
お
い
て
も
流

域
の
皆
様
の
意
向
を
伺
っ
て
い
る
。

今
後
も
流
域
市
町
や
住
民
の
思
い

の
把
握
に
努
め
、
課
題
解
決
に
向

け
た
建
設
的
な
議
論
が
進
む
よ
う

Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
対
話
に
取
り
組
む
。

 
医
療・福
祉

子
育
て
し
や
す
い
社
会
の
実
現

出
生
率
が
過
去
最
低
と
な
る

中
、
子
育
て
し
や
す
い
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

県
で
は
子
ど
も
・
子
育
て
応

援
活
動
を
行
う
個
人
や
企
業

等
を
「
ふ
じ
さ
ん
っ
こ
応
援
隊
」

と
し
て
認
定
し
て
お
り
、
２
千
を

超
え
る
応
援
隊
が
活
動
し
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
の
子
育
て
支
援
情
報
の

発
信
を
通
じ
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
子
ど
も
の
預
か
り
等
の
援
助

を
受
け
た
い
方
と
行
い
た
い
方
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
市

町
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
助
成
し
て
い
く
と

と
も
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
修
等

の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

保
育
士
の
労
働
環
境
改
善

業
務
量
が
増
大
し
て
い
る
保

育
士
の
労
働
環
境
改
善
策
は
。

令
和
５
年
度
か
ら
、
専
門
家

が
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
施
設
を

巡
回
し
、
業
務
量
や
仕
事
の
流
れ

を
分
析
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入

や
保
育
支
援
者
の
配
置
な
ど
の
業

務
効
率
化
の
手
法
を
助
言
す
る
と

と
も
に
、
機
器
の
導
入
や
保
育
支

援
者
の
雇
い
上
げ
経
費
を
助
成
し

て
い
く
。
大
規
模
な
保
育
所
の
４
、

５
歳
児
に
お
け
る
児
童
と
保
育
士

の
30
対
１
の
配
置
基
準
に
つ
い
て
、

25
対
１
の
配
置
と
な
る
よ
う
、
国

と
連
動
し
、
人
件
費
の
加
算
を
拡

充
し
て
い
く
。
保
育
士
の
労
働
環

境
の
整
備
と
処
遇
改
善
に
取
り
組

み
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
る
体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
後
遺
症
に
対
す
る
支
援

コ
ロ
ナ
後
遺
症
に
苦
し
む

方
々
へ
の
県
の
支
援
は
。

ま
ず
は
、
か
か
り
つ
け
医
な

ど
を
継
続
的
に
受
診
し
て
い

た
だ
く
が
、
か
か
り
つ
け
医
が
専

門
的
な
医
療
機
関
を
紹
介
す
る
な

ど
、
相
互
連
携
に
よ
る
診
療
体
制

の
構
築
に
向
け
て
、
医
療
関
係
者

と
協
議
を
進
め
る
。
県
の
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
し
て
い
る
診
療
可
能
な
医
療

機
関
一
覧
を
患
者
の
症
状
ご
と
に

診
療
科
が
分
か
る
よ
う
に
改
め
、

身
近
な
医
療
機
関
を
受
診
し
や
す

く
す
る
。
さ
ら
に
、
後
遺
症
に
苦

し
む
方
の
不
安
解
消
の
た
め
、
患

者
本
人
や
支
え
る
家
族
、
事
業
所

に
向
け
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

す
る
な
ど
、
後
遺
症
へ
の
理
解
を

深
め
る
取
り
組
み
も
進
め
る
。

 

く
ら
し・環
境

伊
豆
地
域
の
道
路

料
金
徴
収
期
限
を
迎
え
る
伊

豆
中
央
道
・
修
善
寺
道
路
の

今
後
の
方
針
と
周
辺
地
域
の
渋
滞

対
策
は
。

両
道
路
を
無
料
化
し
た
場
合
、

交
通
量
が
２
倍
に
な
り
渋
滞

の
悪
化
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

QA

QA

QA

QA

応援キャンペーンの様子

修善寺道路（大仁南IC）

    

横書の部

德永　彩心さん（浜松湖南高校）

杉田　咲季さん（静岡市立高校）

杉山　ひなのさん（沼津西高校）

松川　真菜さん（浜名高校）

縦書の部
村
松　
由
悠
さ
ん（
浜
松
学
芸
高
校
） 

佐
々
木　
麻
陽
さ
ん（
清
水
西
高
校
） 

平
河　
菜
々
さ
ん（
浜
名
高
校
） 

杉
山　
凛
凪
さ
ん（
静
岡
東
高
校
） 

秋の部 「白糸の滝ライトアップ」
岩浅　利泰さん（御殿場市）

３
月
23
日
に
表
彰
式
を
開

催
し
、
藪
田
議
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
賞
者
へ
賞
状
と
副
賞
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
全
て

の
入
賞
作
品
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

冬の部 岩ヶ谷　孝さん（藤枝市） 清水　輝美さん（浜松市浜北区）
秋の部 松浦　嘉人さん（浜松市北区） 藤井　昭浩さん（賀茂郡松崎町）
夏の部 塚本　三千夫さん（袋井市） 大塚　美代子さん（静岡市葵区）
春の部 石神　隆志さん（藤枝市）山本　武正さん（富士宮市）

題字コンクール入賞者発表 
たくさんのご応募ありがとうございました。入賞者は次の皆様です。

応募総数
362点

夏の部 「盛夏」
𠮷野　昌宏さん（裾野市）

冬の部 「冬青
そ

空
ら

へ」
山口　勉さん（三島市）

写真コンクール入賞者発表 
特選作品、入選作品は、令和５年度発行の「県議会だより」に掲載します。 
たくさんのご応募ありがとうございました。入賞者は次の皆様です。

応募総数
224点

春の部 「どっちが高い？」
森　洋子さん（沼津市） 

特　選

入　選

コンクール
題字

コンクール
写 真

※春の部の作品は６面に掲載しています。

QA
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安
全・安
心

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
犯
罪
対
策

「
闇
バ
イ
ト
募
集
」
な
ど
多

発
す
る
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情

報
を
介
し
た
犯
罪
へ
の
対
策
は
。

犯
罪
実
行
者
募
集
等
の
有
害

情
報
に
対
し
、
サ
イ
バ
ー
パ

ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
情
報
収
集
の
強

化
に
加
え
、
投
稿
者
等
へ
の
個
別

警
告
や
サ
イ
ト
管
理
者
へ
の
削
除

依
頼
を
よ
り
積
極
的
に
実
施
す
る
。

県
民
が
犯
罪
組
織
に
取
り
込
ま
れ

な
い
よ
う
、
学
校
や
企
業
を
通
じ
、

有
害
情
報
の
危
険
性
に
つ
い
て
重

点
的
な
啓
発
を
行
う
。
ま
た
、
県

警
備
業
協
会
な
ど
関
係
機
関
と
協

働
し
た
防
犯
対
策
に
取
り
組
む
ほ

か
、
県
警
独
自
の
防
犯
ア
プ
リ
や

市
町
と
連
携
し
た
同
報
無
線
等
の

活
用
に
よ
り
、
防
犯
情
報
の
早
期

提
供
に
努
め
る
。

静
岡
市
の
違
法
盛
り
土
へ
の
対
応

全
国
的
に
最
大
級
規
模
と
さ

れ
る
杉
尾
、
日
向
両
地
区
の

違
法
盛
り
土
へ
の
対
応
は
。

関
係
住
民
に
応
急
対
策
を
説

明
す
る
と
と
も
に
、
避
難
基

準
に
達
し
た
場
合
の
緊
急
連
絡
や

避
難
行
動
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ

た
。
土
砂
撤
去
等
の
恒
久
的
な
安

全
対
策
に
向
け
て
、
盛
り
土
の
範

囲
や
土
量
の
詳
細
な
調
査
を
実
施

し
て
お
り
、
行
政
代
執
行
に
向
け

た
準
備
も
進
め
る
。
違
法
盛
り
土

が
事
業
地
外
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
森
林
法
を
所
管
す
る
静
岡

市
と
連
携
し
、
観
測
機
器
の
設
置

な
ど
監
視
・
警
戒
体
制
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
状
況
を
住
民
に
定

期
的
に
説
明
す
る
。
住
民
の
不
安

解
消
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
。

防
災・
減
災
へ
の
取
り
組
み

防
災
減
災
へ
の
認
識
と
県
民

の
命
を
守
る
政
策
の
推
進
は
。

危
機
管
理
を
県
政
の
最
重
要

課
題
と
位
置
付
け
、
公
共
施

設
や
住
宅
の
耐
震
化
、
防
潮
堤
の

整
備
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

き
た
。
策
定
中
の
新
た
な
地
震
・

津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
自
助
の
再
認
識
や
共
助

の
災
害
対
応
力
の
向
上
を
図
る
ほ

か
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
手
厚
い

支
援
や
避
難
施
設
の
環
境
改
善
等

に
よ
る
被
災
者
の
健
康
被
害
の
最

小
化
に
も
取
り
組
む
。
災
害
時
に

情
報
収
集
や
支
援
調
整
を
行
う
県

職
員
を
市
町
へ
速
や
か
に
派
遣
す

る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
情
報
を
迅
速
に
集
約
・
分

析
す
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
く
。

  

教　
育

県
立
高
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化

洋
式
化
率
が
50
％
に
満
た
な

い
状
況
は
一
刻
も
早
く
解
消

す
べ
き
だ
が
、
そ
の
進
め
方
は
。

平
成
27
年
度
か
ら
校
舎
の
建

て
替
え
や
大
規
模
改
修
等
の

際
に
洋
式
化
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
今
後
は
、
建
て
替
え
予
定
の

な
い
高
校
の
既
存
ト
イ
レ
の
洋
式

化
を
加
速
さ
せ
る
。
令
和
11
年
度

ま
で
の
７
年
間
で
、
建
て
替
え
予

定
の
な
い
25
校
に
お
い
て
、
洋
式

化
お
よ
び
乾
式
化
工
事
を
実
施
す

る
。
令
和
５
年
度
は
、
便
器
の
取

り
換
え
な
ど
、
比
較
的
簡
易
な
工

事
で
洋
式
化
が
可
能
と
な
る
三
島

南
高
校
な
ど
12
校
の
ト
イ
レ
の
改

修
に
着
手
す
る
。

県
立
高
校
の
在
り
方
に
つ
い
て

生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
教
員

の
減
員
が
進
む
中
、
小
規
模

校
へ
の
支
援
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
・
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
事
業
に
よ
り
、
人
的
資

源
が
限
ら
れ
た
小
規
模
校
で
も
、

企
業
や
大
学
等
の
協
力
を
得
な
が

ら
地
域
人
材
を
活
用
し
、
魅
力
的

で
質
の
高
い
学
び
に
結
び
つ
け
て

い
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
単
位
認
定
を
伴
う
遠
隔
授
業
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
は
専
門
科
目

の
教
員
不
足
を
補
う
支
援
策
等
の

研
究
も
進
め
る
。
加
え
て
、
賀
茂
、

沼
津
、
小
笠
の
ほ
か
各
地
区
で
も

順
次
地
域
協
議
会
を
開
催
し
、
将

来
を
見
据
え
た
小
規
模
校
等
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
様
と

丁
寧
に
議
論
を
重
ね
て
い
く
。

QAQA

QAQA
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改修後のトイレ外部人材を活用した授業の様子

防犯アプリ
「どこでもポリス」

ダウンロードは
こちらから!

　  沼津東高校新聞部からの「寄稿記事」です

レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
慣
れ
て
い
る
と

思
う
の
で
、
学
び
や
す
い
形
に
な
る

よ
う
に
、
生
徒
が
先
生
に
提
案
す
る

の
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
」
と
語
っ
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
目
的
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
を
通
し
て
、
私
た
ち
生
徒
の

学
び
が
よ
り
主
体
的
な
も
の
と
な
り
、

深
ま
る
こ
と
に
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

能
力
の
差
は
私
た
ち
生
徒
の
間
に
も

存
在
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
た
上
で
、
授
業
の
中
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
よ
り
良
い
活
用
の
あ
り
方
を
、

先
生
方
と
私
た
ち
生
徒
が
共
に
考
え
、

互
い
に
協
力
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
試
行

を
重
ね
る
こ
と
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

成
功
に
つ
な
が
る
と
感
じ
た
。

　
少
子
化
が
進
行
し
、
県
立
高
校
の

定
員
割
れ
が
続
い
て
い
る
。
議
員
に

意
見
を
求
め
る
と
、「
県
立
高
校
で

は
ト
イ
レ
や
エ
ア
コ
ン
の
整
備
な
ど
、

ハ
ー
ド
面
の
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。

静
岡
県
は
全
国
的
に
見
る
と
公
立
志

向
が
強
い
地
域
で
、
多
く
の
公
立
校

に
は
、
自
主
自
立
の
伝
統
が
あ
り
ま

す
。
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
取
り
組
み
や

地
域
に
根
差
し
た
魅
力
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」
と
述
べ
た
。

　
過
疎
地
域
の
高
校
で
は
、
統
廃
合

を
避
け
る
た
め
に
、
全
国
か
ら
生
徒

を
募
集
し
た
り
、
地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
取
り
組
み

　
令
和
４
年
度
、
静
岡
県
は
県
立
高

校
で
個
人
所
有
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
一
人
一
台
端

末
と
し
て
授
業
で
使
用
す
る
Ｂ
Ｙ
Ｏ

Ｄ
（Bring Your O

w
n D

evice

）

を
全
校
に
拡
大
し
た
。
使
う
端
末
や

導
入
時
期
は
各
校
で
異
な
り
、
す
で

に
授
業
で
利
用
を
始
め
た
高
校
も
あ

る
。
現
時
点
で
は
、
学
校
間
や
授
業

間
で
練
度
に
は
差
が
あ
る
と
考
え
、

議
員
に
意
見
を
求
め
た
。議
員
は「
確

か
に
、
一
部
の
高
校
で
は
、
す
で
に

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
で
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
て
い
る
と
い
う
面

も
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
た
。
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
に
つ
い
て
は
「
多
く
の
場

合
、
生
徒
の
方
が
先
生
よ
り
も
タ
ブ

を
進
め
る
な
ど
し
て
い
る
。

　
教
育
の
機
会
均
等
や
、
地
域
の
活

性
化
な
ど
、
県
立
高
校
が
果
た
す
べ

き
役
割
は
大
き
い
。
地
域
の
核
と
し

て
の
県
立
高
校
の
魅
力
を
、
新
聞
・

テ
レ
ビ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
さ
ま
ざ
ま
な
メ

デ
ィ
ア
で
発
信
し
続
け
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
た
。

　
近
年
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
不

登
校
に
な
る
生
徒
が
増
加
し
て
い
る
。

不
登
校
に
な
っ
て
も
、
生
徒
の
学
び

の
場
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
を
質

問
し
た
。

　
議
員
は
「
現
在
、
一
人
一
台
端
末

が
普
及
し
て
お
り
、
学
習
の
機
会
の

確
保
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、

授
業
に
出
席
し
た
扱
い
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
学
び
た
い
人
が
学
び
た
い
こ

と
を
学
ん
で
い
け
る
よ
う
、
学
習
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

た
。
静
岡
県
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
増
員
し
て
、
一
人
で
も
多
く

の
生
徒
が
登
校
で
き
る
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
。

　
意
見
交
換
会
を
通
し
て
、
私
た
ち

は
教
育
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
考

え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

か
ら
も
身
近
な
問
題
を
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
考
察
し
、
自
ら
が
何
を
す

べ
き
か
を
考
え
て
、
行
動
し
て
い
き

た
い
。

「 

教
育 

」を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

   「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
課
題
」

          

～
主
体
的
で
深
い
学
び
を

                              

目
指
す
に
は
～

   「
定
員
割
れ
」

          

～
地
域
に
根
差
し
た

               

県
立
高
校
の
魅
力
の
発
信
～

   「
不
登
校
」

          

～
そ
れ
ぞ
れ
が

               

学
び
や
す
い
場
の
提
供
を
～

今
回
、
沼
津
東
高
校
新
聞
部
は
、
県
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会
と
い
う
形
で
取
材
を
行

っ
た
。
参
加
し
た
部
員
は
１０
人
で
、
河
原
崎
聖
議
員
、
良
知
駿
一
議
員
、
牧
野
正
史
議
員

と
、
高
校
生
に
と
っ
て
身
近
な
「
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

意見交換会の様子
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立
ち
木
の
適
正
な
伐
採
に
向
け

た
市
町
と
の
情
報
共
有
の
取
り

組
み
は
。

現
在
、
森
林
情
報
の
ク
ラ
ウ
ド

化
を
進
め
て
お
り
、
市
町
が
受

け
付
け
る
伐
採
の
届
け
出
状
況
を
シ

ス
テ
ム
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、

令
和
６
年
に
は
県
も
シ
ス
テ
ム
上
で

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
確
認
が
可
能
と
な

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
県
全
体
で

運
用
し
て
い
る
統
合
Ｇジ
ー
ア
イ
エ
ス

Ｉ
Ｓ
（
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
）
に
も
情
報
を
提
供

し
、
砂
防
法
等
他
の
法
令
を
所
管
し

て
い
る
部
局
と
も
情
報
共
有
が
可
能

に
な
る
。
あ
わ
せ
て
、
伐
採
の
届
け

出
を
担
当
す
る
市
町
の
職
員
に
関
係

法
令
に
つ
い
て
の
知
識
を
習
得
し
て

も
ら
う
た
め
、
研
修
の
実
施
も
検
討

し
て
い
く
。

令
和
５
年
２
月
か
ら
導
入
し
た

防
犯
ア
プ
リ
「
ど
こ
で
も
ポ
リ

ス
」
の
登
録
状
況
と
県
民
の
反
響
、

登
録
数
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

登
録
数
は
、
３
月
１
日
現
在
で

約
９
７
０
０
件
に
達
し
て
い
る
。

県
民
か
ら
は
、
地
図
機
能
や
様
々
な

防
犯
情
報
が
得
ら
れ
て
便
利
で
あ
る
、

中
高
生
が
自
身
の
身
を
守
れ
る
痴
漢

対
策
機
能
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
学
校

や
生
徒
に
紹
介
し
た
い
と
い
っ
た
声

を
頂
い
て
い
る
。
今
後
も
県
警
察
の

電
子
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
、
エ
ス

ピ
ー
く
ん
安
心
メ
ー
ル
や
ツ
イ
ッ
タ

ー
な
ど
に
よ
り
広
報
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
新
入
学
シ
ー
ズ
ン
に
学
生

や
保
護
者
へ
の
利
用
を
呼
び
か
け
る

な
ど
、
県
民
の
皆
様
へ
の
周
知
に
努

め
て
い
く
。

6

文
教
警
察
委
員
会

観
光
産
業
の
本
格
的
な
回
復
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

閑
散
期
や
平
日
を
対
象
と
し
た

宿
泊
や
体
験
の
割
引
に
よ
り
個

人
旅
行
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
食

を
楽
し
み
そ
の
土
地
の
食
文
化
に
触

れ
る
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
教
育
旅
行
、
大
河
ド
ラ
マ
を
好
機

と
し
た
歴
史
文
化
等
テ
ー
マ
性
の
あ

る
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
促
進
す
る
。
ま
た
、

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
２
３
と
も

連
携
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
取

り
込
み
に
も
力
を
入
れ
る
。
さ
ら
に

観
光
客
に
お
薦
め
情
報
を
提
供
す
る

観
光
ア
プ
リ
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
の
デ
ー
タ
等

を
活
用
し
、
新
た
な
観
光
サ
ー
ビ
ス

の
創
出
に
取
り
組
む
市
町
等
の
支
援

に
加
え
、
観
光
事
業
者
の
デ
ー
タ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
促
進
す
る
。

小
児
救
急
リ
モ
ー
ト
指
導
医
相

談
支
援
事
業
の
概
要
は
。

志
太
榛
原
圏
域
で
小
児
の
２
次

救
急
を
担
う
公
立
病
院
の
小
児

科
医
の
３
～
４
割
は
専
門
研
修
中
の

若
手
医
師
で
あ
る
が
、
土
日
や
夜
間

に
一
人
で
は
対
応
困
難
な
患
者
が
搬

送
さ
れ
た
場
合
に
は
、
若
手
医
師
が

指
導
医
に
電
話
で
相
談
し
た
り
、
病

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
踏
ま
え
た
県
税
収
入

の
動
向
は
。

地
方
消
費
税
を
除
い
た
県
税
収

入
額
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
前

の
令
和
元
年
度
の
３
８
６
８
億
円
に

対
し
、
令
和
４
年
度
は
３
８
９
８
億

円
を
見
込
ん
で
お
り
、
令
和
元
年
度

比
１
０
０
・
８
％
で
あ
る
。
ま
た
令

和
５
年
度
は
３
８
５
９
億
円
を
見
込

ん
で
お
り
、令
和
元
年
度
比
99
・
８
％

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
前
と
ほ
ぼ
同

水
準
と
な
っ
て
い
る
。
当
面
は
緩
や

か
な
持
ち
直
し
基
調
が
継
続
す
る
と

想
定
し
て
い
る
が
、
海
外
経
済
の
下

振
れ
や
原
材
料
価
格
の
上
昇
に
伴
う

企
業
収
益
の
低
下
等
の
リ
ス
ク
も
あ

る
た
め
、
今
後
も
経
済
状
況
等
を
注

視
し
て
税
収
動
向
の
把
握
に
努
め
る
。

１
月
17
日
に
県
災
害
対
策
本
部

に
設
置
し
た
市
町
支
援
機
動
班

の
体
制
と
役
割
は
。

市
町
が
災
害
発
生
時
に
お
い
て

災
害
対
策
本
部
の
運
営
や
自
衛

隊
及
び
応
援
職
員
等
の
派
遣
要
請
を

的
確
に
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
く

た
め
、
危
機
管
理
部
や
被
災
地
派
遣

の
職
務
経
験
者
を
中
心
に
45
名
体
制

と
し
、
３
人
１
班
の
計
15
班
編
成
と

し
た
。

　
派
遣
先
に
お
い
て
は
、
市
町
幹
部

職
員
と
の
連
携
や
支
援
、
関
係
機
関

と
の
調
整
及
び
県
へ
の
支
援
要
請
、

情
報
収
集
と
い
っ
た
役
割
を
担
う
ほ

か
、
各
班
が
空
撮
用
ド
ロ
ー
ン
を
持

参
し
、
市
町
と
連
携
し
た
迅
速
な
被

害
情
報
の
収
集
及
び
災
害
対
策
活
動

に
当
た
る
。 総

務
委
員
会

A

AA

QQ

QQ
文
化
観
光
委
員
会

院
に
駆
け
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
か
ら

指
導
医
の
負
担
も
大
き
か
っ
た
。
県

立
こ
ど
も
病
院
か
ら
同
病
院
医
師
に

ウ
ェ
ブ
で
相
談
で
き
る
体
制
構
築
の

提
案
が
あ
り
、
働
き
方
改
革
に
も
資

す
る
こ
と
か
ら
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。
事
業
の
成

果
を
県
内
の
小
児
救
急
医
療
機
関
と

共
有
し
、
東
部
や
西
部
で
も
同
様
の

体
制
構
築
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

清
水
港
を
は
じ
め
と
し
た
県
内

港
湾
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船
誘
致
に

よ
る
寄
港
地
観
光
促
進
等
の
取
り
組

み
は
。ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
観
光
部
と
連

携
し
て
富
士
山
方
面
へ
の
ツ
ア

ー
や
清
水
区
内
の
施
設
巡
り
、
岸
壁

上
の
マ
ル
シ
ェ
と
い
っ
た
本
県
な
ら

で
は
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
を
乗
船
客

に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
観
光
施
設

へ
の
多
言
語
対
応
の
依
頼
や
ツ
ア
ー

担
当
者
へ
の
売
り
込
み
を
行
い
、
清

水
港
以
外
へ
の
受
け
入
れ
増
加
も
目

指
し
て
い
く
。
ま
た
、
農
産
物
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
ツ
ア
ー
担
当
者
へ

配
布
し
、
船
内
で
の
本
県
の
豊
か
な

食
材
の
活
用
を
促
し
て
お
り
、
引
き

続
き
、
経
済
産
業
部
と
連
携
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
。

厚
生
委
員
会

産
業
委
員
会

建
設
委
員
会

清水港へ寄港中のクルーズ船「アマデア」

A 危
機
管
理
く
ら
し
環
境
委
員
会

A Q

AA QQ

大河ドラマを好機に注目を浴びる浜松城

傍聴案内動画

●初めて傍聴しました。県議会の運営が、このように行われていることを知り、
　勉強になりました。とても有意義な時間でした。

●県民の代表として、是非、安全で安心なまちを築いていただきたいと思い
　ます。

●日常的なことが議会で話し合われていることを知り、安心しています。

●本県が、東アジア文化都市として魅力ある文化を国内外に発信するチャ
　ンスの年にしていくとのことで胸が高鳴りました。文化を中心に据えた
　取り組みが県全体の発展につながることを大いに期待したいです。世界
　遺産登録10周年の富士山と共に文化芸術の花開くうれしい１年が訪れ
　そうです。
●県議会高校出前講座の記事を興味深く読ませていただきました。若い
　世代に県議会を身近に感じ、関心を高めるためにはとても良い取り組
　みですね。ぜひ、わが子の高校にも来てほしいです。

県議会だより（12月定例会号）に寄せられたご意見

開会　　　　６月２３日　　　　
質問　　　　６月２８日・２９日・３０日・７月３日
常任委員会　７月  ５日・  ６日　　 
閉会　　　　７月１２日

６月定例会

※日程は、今後変更になる場合があります。

（日程および傍聴に関する問い合わせ先　県議会事務局議事課　TEL 054-221-3481）

本会議・委員会を傍聴しませんか

県議会だより／写真コンクール　「春の部」入選作品

「朝の情景」 石神　隆志さん（藤枝市）「里山の春」山本　武正さん（富士宮市）

本会議を傍聴した方の声（令和5年２月定例会）

本会議、委員会ともに県庁本館 4 階で傍聴できます。



県議会に対するご意見をお寄せください。　
《あて先》　〒420-8601　静岡市葵区追手町９－６　静岡県議会事務局政策調査課　TEL:054-221-2388　FAX:054-221-3572　Eメール: gikai_chousa@pref.shizuoka.lg.jp

県議会トピックス
特別委員会による政策提⾔

移住 ･ 定住等促進特別委員会（委員長：盛月寿美議員）、自然災害対策特別委員会（委員長：落合愼悟議員）および逢初川土石流災害検証・被
災者支援特別委員会（委員長：竹内良訓議員）では、参考人からの意見聴取や先進事例の調査などをもとに、委員間の討議を行い、報告を取り
まとめ、２月定例会において知事に政策提言を行いました。提言全文は、各委員会欄のQRコードからご覧いただけます。　　　　　　　

移住 ･定住等促進特別委員会
移住・定住の促進や関係人口の拡大等による社会増の実現

●静岡県を知ってもらうための情報発信
移住希望者に向けた効果的な情報発信、静岡県の魅
力発信の充実

●移住相談体制の充実
県及び市町の相談窓口の充実、体験ツアー等の充実

●関係機関との連携

●移住者への支援の充実

県内市町・民間事業者との連携の調整、分野横断的
な取組

移住者への支援

●移住促進につながる雇用の創出
産業人材戦略の検討、地域特性に応じた企業誘致及び企
業支援による雇用の創出、シニア世代へのアプローチ

●若者のＵＩＪターンの促進
郷土愛の醸成、高校・大学等との連携

●魅力あるまちづくり
若者に魅力があるまちづくり、地域公共交通の充実

デジタル技術を活用した地域活性化、デジタル人材
の育成・確保と関係人口の取り込み、広域的な圏域
での取組の推進

頻発・激甚化する自然災害に備え安心して暮らせる社会の実現

熱海市伊豆山地区の逢初川土石流災害に係る行政対応

提⾔

提⾔

提⾔

自然災害対策特別委員会

逢初川土石流災害検証・被災者支援特別委員会

●防災・減災のためのインフラの整備・機能維持

●行政対応に関する再検証作業の実施

●関係組織間における連携

●復興に向けた被災者支援策

●大規模災害に備えた被災者支援体制の整備

●行政記録の在り方

防災・減災のためのインフラ整備計画の立案、緊急
輸送路の整備、交通インフラの機能維持、配電線の
地中化等の停電防止対策

行政対応検証委員会のスキーム、砂防法、森林法、
土砂災害防止法、都市計画法、土採取等規制条例、
廃棄物の処理及び清掃に関する法律

県の部局間の連携、市との連携

住宅支援、各種支援制度の期間延長、支援対象の拡
充、水産業・観光業への継続支援

職員の支援能力向上と専門的知識や技能を有する団
体との協力体制の構築、デジタル技術を活用した支
援体制の構築（オンライン相談・説明会の実施体制
の整備、ＡＩチャットボットや支援制度に係るアプ
リの開発導入）

●県民の防災力向上
防災意識・防災力の向上、状況に応じた避難行動の
啓発、教育現場での取組、地震防災センターを活用
した取組

●地域防災力の強化・向上
消防団員の確保、自主防災組織の強化・活発化、要配
慮者を取り残さない取組、災害協定内容の見直し

●災害からの復旧・復興に向けた取組
発災時の迅速な対応を可能とする体制の整備、物資
供給体制の強化、避難所運営の見直し、災害ボラン
ティアの受入・支援

●デジタル技術の活用
情報収集・発信への活用、ドローンの活用、３次元
点群データの活用

盛月委員長（左から３人目）から藪田議長へ報告

落合委員長（左から３人目）から藪田議長へ報告

竹内委員長（左から３人目）から藪田議長へ報告

●デジタル田園都市の実現

システムメンテナンスのため4月30日午前11時から利用できます→

自
民
改
革
会
議　
　

 　
40
人　
　
　
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ　
18
人

公
明
党
静
岡
県
議
団　

 

５
人　
　
　
無
所
属　
　
　
　
　
　
　
　
５
人

定
数
68
人  

現
員
68
人

■
会
派
別
議
員
数  （
会
派
届
出
時
）
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静岡県議会公式Twitterにて情報をいち早くお届けしています。ぜひフォローしてください！登録はこちら→

選挙区（定数） 氏名 選挙区（定数） 氏名 選挙区（定数） 氏名 選挙区（定数） 氏名
下田市・賀茂郡（1） 加 畑 　 　 毅

富士市（4）※

鈴 木 　 澄 美 焼津市（2） 良 知 　 淳 行

浜松市中区（4）

竹 内 　 良 訓
伊東市（1） 中 田 　 次 城 植 田 　 　 徹 塚 本 　 　 大 鈴 木 唯 記 子
熱海市（1）※ 藤 曲 　 敬 宏 伴 　 　 　 卓

藤枝市（3）※
西 原 　 明 美 杉 本 　 好 重

伊豆市（1） 野 田 　 治 久 早 川 　 育 子 佐 野 　 愛 子 田 中 　 照 彦
伊豆の国市（1）※ 土 屋 　 源 由 富士宮市（2）※

四 本 　 康 久 落 合 　 愼 悟 浜松市東区（2） 中 沢 　 公 彦
函南町（1） 岩 田 　 徹 也 木 内 　 　 満 牧之原市・

吉田町 大 石 　 健 司 大 石 　 哲 司

三島市（2）※
伊 丹 　 雅 治

静岡市葵区（5）

天 野 　 　 一 浜松市西区（2）※
鈴 木 　 啓 嗣

宮 沢 　 正 美 山 本 　 彰 彦 島田市・
川根本町

桜 井 　 勝 郎 田 口 　 　 章
清水町（1）※ 坪 内 　 秀 樹 天 野 多 美 子 河 原 崎 　 聖 浜松市南区（2） 飯 田 　 末 夫
長泉町（1） 加 藤 　 祐 喜 小 長 井 由 雄 御前崎市（1）※ 河 原 㟢 　 全 山 本 　 隆 久
裾野市（1）※ 鳥 澤 　 由 克 遠 藤 　 行 洋 菊川市（1） 赤 堀 　 慎 吾 浜松市北区（2） 良 知 　 駿 一
御殿場市・
小山町

勝 俣 　 　 昇

静岡市駿河区（4）

相 坂 　 摂 治 掛川市（2） 増 田 　 享 大 鈴 木 　 利 幸
和 田 　 篤 夫 杉 山 　   淳 小 沼 　 秀 朗 浜松市浜北区（2）※

阿 部 　 卓 也

沼津市（3）
蓮 池 　 章 平 牧 野 　 正 史 袋井市・森町（2） 伊 藤 　 謙 一 市 川 　 秀 之
杉 山 　 盛 雄 佐 地 　 茂 人 伊 藤 　 和 子 浜松市天竜区（1）※ 中 谷 多 加 二
曳 田 　 　 卓

静岡市清水区（4）

望 月 香 世 子
磐田市（3）

川 崎 　 和 子 湖西市（1）※ 田 内 　 浩 之
盛 月 　 寿 美 沢 田 　 智 文
中 山 　 真 珠 江 間 　 治 人
松 井 　 優 介

第31回　静岡県議会議員選挙当選者

（2）

（2）※

（1）※

・任期は令和5年4月30日から4年間
・得票順（無投票※は届出順）で記載

令和5年4月9日投開票



　
　

県議会だよりには「点字版」と「音声版」もありますので、希望される方は、県議会事務局政策調査課(054-221-2388)までご連絡ください。県健康福祉センター、市町福祉担当部署などにも配付
してありますので、ご利用ください。県議会だよりは、各定例会（２月・６月・９月・１２月）閉会日の約１カ月後の日曜日に発行します。次回発行予定は令和５年８月です。　　　　　　
※QRコードは、株式会社デンソーウェーブの登録商標です。　※本紙は古紙100％の再生紙を使用しています。　　

《
問
題
》

静
岡
県
議
会
２
月
定
例
会
で
は
、ふ

じ
の
く
に
せ
か
い
演
劇
祭
や
富
士
山

世
界
遺
産
10
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
、１
年
を
通
じ
て
切
れ
目

な
く
文
化
事
業
を
展
開
し
、本
県
の

魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
て
い
く

○
○
○
○
文
化
都
市
の
推
進
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

《
応
募
要
領
等
》

　

①
答
え
②
住
所・氏
名・年
齢・電
話

番
号
を
明
記
の
上
、③
県
議
会
だ
よ
り

の
ご
感
想
や
県
議
会
へ
の
ご
意
見
を

添
え
て
、５
月
15
日（
月
）ま
で
に
７
面

欄
外
に
記
載
の
政
策
調
査
課
あ
て
に
、

ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
又
は
応
募

フ
ォ
ー
ム
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
の
方

に
、「
令
和
４
年
産 

静
岡
そ
だ
ち
コ
シ

ヒ
カ
リ
５
kg
」を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、当
選
者
の
発
表
は
発
送
を

も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
個
人
情
報
は
商
品
の
発
送
と
読
者

層
の
調
査
の
た
め
に
使
用
し
ま
す
。

■
ク
イ
ズ
景
品
の
ご
紹
介

　

静
岡
県
で
生
産
さ
れ
た
農
畜
産
物

の
中
か
ら
え
り
す
ぐ
り
の
商
品
の
み
表

示
で
き
る「
静
岡
そ
だ
ち
」の
名
称
を

使
っ
た
静
岡
県
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
新
ブ

ラ
ン
ド
米
で
す
。お
米
の
お
い
し
さ
を

数
値
化
し
た
玄
米
食
味
値
検
査
で
高

得
点
を
得
た
玄
米
の
み
を
使
用
し
て
お

り
、程
よ
い
粘
り
が
あ
り
噛
む
ご
と
に

う
ま
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。低
タ
ン
パ

ク
の
た
め
炊
き
上
が
り
が
ふ
っ
く
ら
、噛

み
ご
た
え
も
あ
り
な
が
ら
、も
っ
ち
り
と

し
た
食
感
が
お
い
し
い
お
米
で
す
。

（               

）

※
○
に
該
当
す
る
４
文
字
を
お
答
え

く
だ
さ
い
。

（
ヒ
ン
ト
は
３
面
に
あ
り
ま
す
）

令
和
４
年
産 

　
静
岡
そ
だ
ち
コ
シ
ヒ
カ
リ
５
kg

4月30日午前11時から使用できます▲

Q
プ レ ゼ ン ト 付

県議会
クイズ
応募

フォームは
こちら

次代を担う若者世代に対して、大学生との意見交換会や県議会高校出前講座、ふれあい親子県議会教
室などを行っています。（実施の様子はQRコードからアクセスしてください）議会を身近に感じてもらうために

県議会はこのように活動しています

本会議

県には、地方公共団体としての意思を決める議事機関（県議会）と議会の決定に基づいて
事業を執行する執行機関（知事）があります。県議会と知事の関係は車の両輪に例えられ、
それぞれ独立した機関として対等な立場で議論を行いながら、県政を運営しています。

常任委員会

決定した条例や予
算を基に、仕事を進
めていきます。

県では、国や市町と役割を分担して、道路
整備や防災対策、教育や福祉などさまざま
な分野の広い地域にまたがる仕事をして
います。

県民からの意見などに加え、どのようにしたら県が良くなるか
を調査して、必要な予算や条例の議案を本会議に提出します。

県の仕事が議会で決めた
とおり正しく行われてい
るか調査します。

県だけでは解決できない
ことについて、国会や国
の関係機関などに意見書
として提出します。

議長などを選挙します。
また、副知事などを知
事が任命する際、議会
の同意が必要です。

請願・陳情をよく調査
して、県民の声を県政
に反映させます。

子育て支援を
充実して
欲しいな

渋滞の少ない
道路にして
欲しいな

提出

議会の主な仕事

予算や条例ができるまで

県政の重要な事項について議決します。議　決 調査・検査 請願・陳情の調査

意見書 選挙と同意
県の予算を決定します。予算

県　民

県のお金の使われ方
を審査し、認定します。決算

金額の大きな契約
などを承認します。重要な契約

県 知 事

県議会の主な仕事を紹介します。  ………………………………………………………………

私たちの暮らしに関わる県の条例や予算ができる仕組みを紹介します。  …………………

県の仕事について、意見や要望を伝えます。

条例の制定・改正・廃止を決定します。条例

議案

1 年間に４回の定例会が開催されます。
（２月・６月・９月・１２月）
そのほか、必要のあるときに臨時会が開かれます。
●開会
　知事から議案の説明があります。

●採決
　各常任委員会での審査結果や討論を参考
　にして、議会として、議案について賛成か反
　対かを決めます。

●委員会付託
　担当する常任委員会に議案を付託します。
　（2 月定例会における主な質問と答弁は、
　 6 ページをご覧ください。）

分野別に設置した7つの常任委員会で、
いろいろな角度から詳しく議案を調べ、
委員会として賛成か反対かを決めます。

付託

実施
県議会議員（68名）

要
望

県議会は、昭和１２年（1937 年）に建築された県庁本
館の議会棟で運営されています。歴史を感じる本会
議場や委員会室等の様子を動画でご覧ください。

●質疑・質問（4～6日間）
　議員が議案や県のさまざまな課題について、　
　質問や意見を述べて、知事や部局長等が答え
　ます。（2 月定例会における主な質問と答弁は、
　2～5ページをご覧ください。）

報告
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大学生との意見交換会 高校出前講座
　大学生が本会議等を
傍聴するとともに、議員
との意見交換を行って
います。

　高校生向けには、議
員が高校に出向いて生
徒と意見交換をする出
前講座を行っています。

　県議会では、夏休み中に小学校４～６年生を対
象とした「ふれあい親子県議会教室」を開催し
ています。保護者と一緒に、県議会の役割を学
習したり、議員と直接話をする「ふれあいトーク」、
議長室を訪ねる「議場探検」などを行います。
　昨年参加した子どもたちからも「議員が質問に丁寧に答えてくれて
うれしかった。」「敷居が高い県議会を身近に感じるとても良い機会に
なった。」など、好評を頂きました。
　今年は８月３日(木)に開催しますが、応募方法などは、
５月下旬に県議会ホームページ等を通じてご案内しま
す。

問い合わせ先　県議会事務局議事課（TEL 054-221-3482）

ふれあい親子県議会教室の開催～夏休みの自由研究に！～

議員と意見交換をする大学生 議員と身近に接する高校生


